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れる」として、小学校の体育授業を対象に「ど
んな授業が良い体育授業なのか」を学習者の評
価をもとに研究した｡この結果、「教師のイン
ストラクション場面やマネジメント場面（用具
準備･移動･待機などの場面）の時間量を少なく
し、学習場面の時間量をより多く確保するこ
とが、子どもの授業評価を高めるうえで重要
であることが追認された。さらに、器械運動
のような練習が中心となる授業では、運動学
習場面をいかに多く確保するかということが
重要であるが、ボールに多くの時間が費やさ
れるボール運動の授業では、作戦を立てたり
反省したりする認知学習場面を確実に位置づ
けていく必要性が示唆された」と述べている。
表17は、これらの研究成果を中心にまとめ
たものであるが、「練習の場」を効果的にマネ
ジメントするための重要なヒントとして捉え
ることができよう。
─────────────────────
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3 競技力向上のためのチームマネジメント

表17●教師の4大行動と留意点 

インストラクション
Instruction

説明・指示・演示など 

マネジメント
Management

モニタリング
Monitoring
インタラクティブ
Interactive

管理、グループ分け、準備など 
※ここで言う「マネジメント」とは、学習成果に直接つながらない活動、たとえば移動や休憩、待機などの学習者の行動を「管理」す
ること 

観察、巡視など 

（相互作用）、賞賛、・助言・励まし・フィードバック・発問－応答など 

�教師からのインストラクションの時間や頻度が増えれば、学習者からの授業評価は下がる。 
�学習成果に直接的につながらない移動や休憩、待機などの行動が多いと学習者からの授業評価は下がる。構造化されたマネジメントが重要となる。 
�教師が個々の子どもに与える賞賛や助言、励ましといった行動は、想像以上に学習成果に肯定的に影響する。 
�機械運動のような練習が中心となる授業では、運動学習場面をいかに多く確保するかということが重要になる。 
�ボール運動の授業では、作戦を立てたり反省したりする認知学習場面を位置づけることが必要。 

（高橋、福ヶ迫らの研究から勝田が作表,2003） 




